
一般社団法人 茨城県建築士会 

令和 7 年度 第 2 回 情報・広報委員会 次第 

と き  令和 7 年 9 月 16 日（火） 午後 3：00～ 

ところ  水戸市笠原町 978-26『茨城県市町村会館』 2 階 202 会議室 

 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 委員長あいさつ 

４ 議 題 

  １） 会員増強運動について 

 

 

 

  ２） 会報「けんちく茨城」No,116 号の感想、意見会 

 

 

 

   ３） 報「けんちく茨城」No,117 号の発刊と編集方針について 

 

 

 

  4） 建築士会Web サイト、および、Facebook について 

 

 

 

  5） その他 

 

 

５ その他 

６ 閉 会 



No 支部名 氏名 勤務先 紹介者 紹介者の役職 備考

1 県庁 荘司　泰久 (一財)茨城県建築センター 柴　和伸 会長 社員

2 賛助会 柴　和伸 会長

3 賛助会 柴　和伸 会長

4 賛助会 柴　和伸 会長

5 筑波 竹田　陽市 ㈱相澤建築設計事務所 相澤　晴夫 副会長 所員

6 筑波 山形　郁夫 ㈱相澤建築設計事務所 相澤　晴夫 副会長 所員

7 県央 櫻井　郁美 SaCRAFT建築設計事務所 石黒　洋子 総務委員 知人

8 県央 平戸　豊 ㈱石川建築研究所 石川　啓司 支部常務 所員

9 県央 関　勇太 KITAI建築設計事務所 石井　邦明 研修委員 知人

10 県央 四ツ倉　昌佳 鈴縫工業㈱ 和田　淳一 会員委員 社員

11 鹿島 久米　健一 ㈱高正建設 高橋　文男 まちづくり委員 社員

12 県央 大橋　美幸 果実建築設計室 滑川　浩一 相談役 取引事務所

13 土浦 児玉　理文 あや設計　一級建築士事務 石坂　健一 元支部長 取引事務所

14 県庁 萩元　悠文 ㈱安心確認検査機構 舞木　善郎 安心確認の役員 社員

15 筑波 戸塚　かおり ㈱安心確認検査機構 若栁　綾子 ヘリテージ 取引事務所

16 筑波 加藤　侑 ㈱若栁建築事務所 若栁　綾子 ヘリテージ 所員

17 石岡 小田　邦江 ㈲ナオエ綜合設計 菊池　直衛 元副支部長 所員

18 日立 櫻岡　佳太 ㈱白土工務店 先輩と交代 先輩 社員

19 竜ヶ崎 柳町　龍哉 ㈱柳建設 先輩と交代 先輩 社員

20 賛助会 清水　洋一 会員委員

21 賛助会

22 賛助会 設備設計協会の会員宇賀神電機㈱茨城営業所

昭和工機㈱

(公社)日本建築家協会
関東甲信越支部　茨城地域会

茨城県塗装工業組合

コマツ茨城㈱

茨城県鐵構工業協同組合

令和７年度 新入会員の一覧【 正会員 and 賛助会員 】

【正会員16名、賛助会員6社】

設備設計協会の会員

茨城県建築士会




No TEL依頼 事務所名 建築士数 会員 地域 備考
1 --- 増山設計 １３人 13 土浦 入会が就職の条件
2 --- 柴設計 ８人 10 ⽔⼾  ＋ 準会員が 2名
3 --- 相澤設計 ８人 8 つくば
4 --- 根本(洋)設計： ８人 8 ⽔⼾
5 --- パル設計 ７人 7 ⽔⼾
6 --- 三上事務所 １８人 7 ⽔⼾
7 --- 須藤設計 ６人 6 土浦 入会が条件(けんばい加入の為
8 --- 里山建築研究所 ５人 5 つくば
9 --- 根本英設計:裕子 ４人 4 土浦
10 7/4済み 桜設計 ９人 ⽔⼾
11 7/7済み 市毛設計 ７人 ⽔⼾
12 7/7済み 早川設計 ６人 ⽔⼾
13 7/7済み ⼾頃設計 ５人 ⽔⼾ 8/19･･･1名入会(予定)
14 7/7済み 横須賀設計 ９人 ⽔⼾
15 7/7済み 大野設計 ５人 土浦
16 7/8済み ⻑塚設計 ７人 古河
17 7/8済み 吉田建築計画 ５人 石岡 ⽀部⻑へ依頼｡藤岡･友⽔も
18 7/8済み ジュン設計：塚本 ４人 土浦
19 7/8済み 荻設計 ５人 ⽔⼾
20 7/8済み 匠工房   ４人 つくば 7/8稔子へ依頼
21 7/8済み EOS建築事務所 ４人 ⽔⼾ 大部→天氏へ依頼
22 7/8済み 若栁設計 ７人 つくば
23 7/8済み オセヤ設計 ５人 ひたちなか
24 エイプラスデザイン ９人 ⽔⼾
25 8/18済み and HAND設計 ８人 つくば 飯島⽀部⻑
26 河野設計 ５人 つくば 協会⻑
27 ⻘⼭設計 ６人 土浦 元協会副会⻑
28 サカイ設計 ７人 鉾田 酒井建設
29 MLAND建築デザイン ５人 牛久市
30 KUNO建築事務所 ５人 ⽔⼾
31 Ａ−１建築事務所 ４人 行方
32
33
34 日立建設設計 １３人 ひたちなか
35 棟匠 １２人 ⽔⼾
36 8/20済み 不二建設 １３人 龍ケ崎 8/20 秋⼭⽀部⻑が声掛け
37 8/20済み 常磐建設 １１人 龍ケ崎 〃  〃
38 大賀建設 １０人 つくば
39 菅原建設 ７人 ⽔⼾
40 令和建設 ５人 守谷市
41 大勝建設 ５人 神栖市
42 ⿊川建設 ４人 日立
43 葵建設 ４人 つくば

３人事務所・・・匠、ヤマト、羽石、汎連合、中、カナザワ、金田、藤井、        大
山、ムーブ、コスモ綜合、常総開発まで３人事務所

建築士事務所の所属建築士 インターネット検索結果



年度末別の入会･退会･死亡数（平成９年から） 2025/9/12日　13:23分　現在

備考－２

免許交付式の入会者

平成６年度 3,232

平成７年度 3,228

平成８年度 3,208

平成９年度 3,212 186 182 ＋4 91名入会

平成１０年度 3,152 131 191 ▲ 60 83名入会

平成１１年度 3,087 115 180 ▲ 65 91名入会

平成１２年度 3,017 124 194 ▲ 70 98名入会

平成１３年度 2,902 119 234 ▲ 115 67名入会

平成１４年度 2,856 156 202 ▲ 46 68名入会

平成１５年度 2,804 134 186 ▲ 52 40名入会

平成１６年度 2,781 146 168 ▲ 22 21名入会

平成１７年度 2,803 187 170 ＋17 25名入会

平成１８年度 2,747 132 170 ▲ 38 22名入会

平成１９年度 2,724 123 156 ▲ 33 　7名入会

平成２０年度 2,696 113 131 ▲ 18 17名入会

平成２１年度 2,594 103 153 ▲ 50 12名入会

平成２２年度 2,517 84 161 ▲ 77 　7名入会

平成２３年度 2,442 80 155 ▲ 75 　5名入会

平成２４年度 2,395 72 119 ▲ 47 数名入会

平成２５年度 2,314 53 126 ▲ 73 数名入会

平成２６年度 2,275 66 105 ▲ 39 数名入会

平成２７年度 2,199 66 140 ▲ 74 数名入会

平成２８年度 2,123 46 122 ▲ 76 数名入会

平成２９年度 2,077 51 97 ▲ 46 数名入会

平成３０年度 2,033 56 92 ▲ 36 入会者　0名

令和元年度 1,979 47 101 ▲ 54 交付式は中止(廃止)

令和２年度 1,911 24 92 ▲ 68 コロナ禍

令和３年度 1,840 20 91 ▲ 71 コロナ禍

令和４年度 1,787 40 93 ▲ 53 コロナ禍

令和５年度 1,706 26 106 ▲ 80

令和６年度 1,648 37 95 ▲ 58

令和７年度 1,633 17 32 ▲ 15

合計 H9年～R6年迄 2,649 4,185 ▲ 1,558

1,633

年　度 会員数 入会者数

一級22＋二級9

差引き退会者数

　(約1,300名の40％を切ると、士会存続の危機である。)

名は､最大値の50.5%である(全国は43.2%)



会員数の増減 比較 (  H10年と、R7年3月の比較　)　　
合計 H27.3月

建築士　計 一級 二級 木造

1 東 京 8,510 東　京 4,350 1 東京都 164,148 71,116 92,389 643

2 北海道 7,843 北海道 3,483 2 大阪府 90,869 30,787 59,318 764

3 愛 知 7,350 愛　知 3,020 3 神奈川県 67,886 29,432 37,948 506

4 大 阪 7,005 大　阪 2,150 4 愛知県 62,094 20,474 40,132 1,488

5 長 野 4,545 福　岡 1,980 5 埼玉県 54,064 19,089 34,629 346

6 神奈川 4,220 神奈川 1,950 6 北海道 51,642 12,457 38,560 625

7 新 潟 3,943 長　野 1,889 7 兵庫県 49,879 16,629 32,538 712

8 福 島 3,534 鹿児島 1,652 8 福岡県 46,376 14,036 31,939 401

9 山 口 3,500 茨　城 1,622 9 千葉県 42,812 17,201 25,149 462

10 兵 庫 3,364 広　島 1,590 10 京都府 32,380 7,469 21,236 3,675

11 広 島 3,280 千　葉 1,517 11 静岡県 30,752 7,993 22,119 640

12 千 葉 3,268 山　口 1,511 12 広島県 29,032 9,584 18,946 502

13 静 岡 3,214 新　潟 1,493 13 新潟県 25,565 5,251 19,720 594

14 群 馬 3,208 愛　媛 1,368 14 宮城県 21,646 5,765 15,349 532

15 茨 城 3,185 福　島 1,329 15 長野県 20,780 4,796 15,518 466

16 福 岡 3,175 岩　手 1,233 16 茨城県 19,907 4,724 14,929 254

17 鹿児島 2,964 香　川 1,225 17 群馬県 17,466 4,192 12,984 290

18 岩 手 2,752 兵　庫 1,209 18 福島県 16,943 3,001 13,716 226

19 富 山 2,660 熊　本 1,195 19 岐阜県 16,610 4,582 11,577 451

20 宮 城 2,620 和歌山 1,194 20 岡山県 16,334 3,861 12,380 93

21 秋 田 2,463 埼　玉 1,184 21 熊本県 14,920 3,488 11,137 295

22 愛 媛 2,462 岡　山 1,134 22 石川県 14,645 3,381 10,951 313

23 京 都 2,426 京　都 1,117 23 山口県 14,059 3,525 10,342 192

24 岡 山 2,400 石　川 1,113 24 滋賀県 13,328 3,073 9,825 430

25 熊 本 2,380 島　根 1,110 25 富山県 13,144 2,747 10,012 385

26 埼 玉 2,370 栃　木 1,100 26 栃木県 13,139 3,136 9,875 128

27 栃 木 2,307 群　馬 1,100 27 三重県 13,086 3,449 9,248 389

28 石 川 2,248 富　山 1,041 28 愛媛県 12,707 2,827 9,738 142

29 香 川 2,105 静　岡 1,035 29 山形県 12,410 2,012 10,218 180

30 徳 島 2,074 大　分 1,035 30 鹿児島県 11,993 3,168 8,603 222

31 大 分 2,042 秋　田 909 31 奈良県 11,965 3,807 7,854 304

32 宮 崎 2,024 徳　島 905 32 秋田県 11,550 1,665 9,662 223

33 長 崎 1,999 岐　阜 878 33 香川県 11,356 2,826 8,381 149

34 岐 阜 1,940 長　崎 873 34 岩手県 11,243 2,016 9,061 166

35 島 根 1,900 宮　崎 869 35 長崎県 11,124 2,392 8,493 239

36 青 森 1,729 山　梨 860 36 大分県 10,926 2,739 8,083 104

37 福 井 1,710 佐　賀 860 37 宮崎県 10,831 2,354 8,170 307

38 鳥 取 1,627 青　森 855 38 福井県 10,335 2,303 7,926 106

39 山 形 1,593 沖　縄 829 39 青森県 10,162 1,908 8,048 206

40 奈 良 1,571 高　知 805 40 沖縄県 8,844 2,255 6,581 8

41 滋 賀 1,557 福　井 800 41 徳島県 8,652 1,772 6,802 78

42 山 梨 1,521 山　形 782 42 和歌山県 8,263 1,830 6,328 105

43 三 重 1,482 三　重 678 43 島根県 8,162 1,818 6,106 238

44 和歌山 1,465 滋　賀 662 44 高知県 7,500 1,482 5,931 87

45 高 知 1,411 宮　城 652 45 山梨県 7,159 1,601 5,490 68

46 佐 賀 1,376 奈　良 636 46 佐賀県 6,741 1,594 5,009 138

47 沖 縄 1,060 鳥　取 575 47 鳥取県 5,671 1,276 4,262 133

合 計 126,872 61,357 合計 1,171,100 358,883 793,212 19,005

△ 15,000 △ 65,515 R6.3月 381303

4年前より 27年前より H27.3月より 22,420

順位 士会名 H10年末
R6.5月

順位 士会名R7年6月士会名
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内容 原稿 写真 備考 ( 原稿の担当者など )

表1 表紙　( 　つくば国際大学図書館棟　 ) 済み 表紙の作品企業へ　( ㈱増山栄建築設計事務所 )

表2 目次 高野高速印刷㈱

1 納涼会 済み

2 　　　　　　　〃 済み

3 建築作品紹介 （ 表紙の案件 ） 済み

4 　　　　　　　〃　　　　　　　〃 済み

5 ようこそフレッシュマン　４名 済み 県央：四ツ倉昌佳 氏　　筑波：竹田　陽市 氏

6 　　　　　　　〃　　　　　　　〃

7 先輩会員を訪ねて　２名

8 支部だより　（ 県央支部 ） 済み 8/6　第116回建築セミナー

9 　　 〃　　　　（ 坂東支部 ） 済み 6/8　坂東市子どもフェスティバル

10 　　 〃　　　　（ つくば支部 ） 済み 6/29　やまもも狩り

11 　　 〃　　　　（ 土浦支部 ） 済み 6/14　見学会「土浦聖バルナ協会礼拝堂」

12 委員会事業報告   ( 会員委員会 )　　 済み 6/25ゴルフ大会

13 　　　　　　〃　　　    ( 会員委員会 )　　 済み 8/23ボウリング大会

14 　　　　　　〃　　　    ( 情報委員会 )　　 8/1木造住宅耐震診断士養成講習

15 　　　　　　〃　　　    ( 青年委員会 )　 済み 8/5東海子どもキャンパス

16 　　　　　　〃　　　    ( 研修委員会 )　 済み 8/28　宅地講習会

女性委員会　わくわくセミナー　平山・平島 済み 5/24　「隈研吾建築物を巡る旅」

女性委員会　わくわくセミナー　池田 6/18　法改正～4号特例・構造について

女性委員会　わくわくセミナー　久保田 済み 7/24　住宅の防犯 & サイバーセキュリティ

19 女性委員会　ラブアークセミナー　轡田・浜中 済み 5/18　宮大工のしごと

20 女性委員会　ラブアークセミナー　篠根・小貫・金子 済み 7/5　「新2号建築物詳細説明」講習会

21 広告 0.25 三上事務所、0.25 新日東、0.5 ミナト防災

22 広告 0.25 三和シャッター、0.25 第一設計、0.5 相澤副会長

23 広告 0.25 高槻副会長

24 広告

表３ 広告 柴設計　１P

表４ 裏表紙 建築作品紹介の写真一枚

※ 広告は、5頁25万目標　現在18.5万　申込み有り ・・・ 建築作品の企業には、広告 0.5頁2万以上を依頼する

２０２５年 ９月１２日（金)　現在
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支部名 氏名 年齢
鹿島支部 髙橋 文男 76 県央支部 津田 政昭 75
常総支部 福田 明良 76 県庁支部 ⿊澤 利勝 75
常総支部 高野 武 76 県庁支部 梅原 喜久郎 75
常総支部 染谷 正昭 76 県庁支部 髙野 正博 75
石岡支部 古木 利郎 76 県庁支部 内藤 初男 75
筑⻄⽀部 飯島 敏 76 県庁支部 守能 和親 75
筑⻄⽀部 豊田 常雄 76 県庁支部 ⻑⾕川 幸正 75
筑⻄⽀部 中島 貢 76 県庁支部 中野 一美 75
筑波支部 染谷 勇 76 県庁支部 児玉 厚 75
筑波支部 荒井 政雄 76 古河さしま支部 大島 敏男 75
筑波支部 山関 忠 76 古河さしま支部 染谷 一郎 75
筑波支部 羽田 清  76 古河さしま支部 和田 恒夫 75
筑波支部 風見 勝雄 76 高萩支部 中井 信行 75
土浦支部 福島 和男 76 坂東支部 鈴木 光與志 75
土浦支部 塚本 克己 76 桜川支部 栗山 義夫 75
土浦支部 増山 栄 76 桜川支部 角田 一 75
日立支部 皆川 厚臣  76 鹿島支部 笹本 健次 75
日立支部 岩﨑 一茂 76 石岡支部 ⻑津 忠男 75
日立支部 大塚 廣美 76 筑⻄⽀部 柴崎 清  75
日立支部 冨田 義光 76 筑波支部 大類 裕幸 75
日立支部 斎藤 則夫 76 筑波支部 吉原 稔 75
日立支部 木田 源一 76 筑波支部 冨田 利男 75
鉾田支部 酒井 宗衛 76 土浦支部 枝川 優 75

北茨城支部 前田 公博 76 土浦支部 ⻘⼭ 孝夫 75
北相馬支部 田畑 邦雄 76 土浦支部 石田 直行 75
北相馬支部 上原 正 76 土浦支部 前川 泰秀 75
北相馬支部 小神野 修 76 土浦支部 三村 登志雄 75

ひたちなか支部 小林 政雄 75 土浦支部 宮内 清次 75
ひたちなか支部 大蔵 喜美 75 土浦支部 高橋 優  75

下妻支部 霜村 修 75 日立支部 井上 裕 75
下妻支部 吉田 茂 75 日立支部 落合 信一 75
久慈支部 大高 宗一郎 75 日立支部 篠原 良  75
久慈支部 根本 誠一 75 鉾田支部 遠峰 一男 75
結城支部 立堀 佳美 75 鉾田支部 吉川 一夫 75
結城支部 清水 進 75 北茨城支部 横山 政雄 75
結城支部 増山 英大 75 北相馬支部 石川 勝意 75
県央支部 大槻 薫 75 ⻯ヶ崎⽀部 田村 喜郎  75
県央支部 杉浦 太平 75 ⻯ヶ崎⽀部 岡田 久雄 75
県央支部 小沼 良一 75 ひたちなか支部 小田 充 74
県央支部 丸山 好史 75 ひたちなか支部 大内 久男 74

先輩会員 候補者リスト(年齢順)



ブロック No 支部 年齢 備考
県北 1 ひたちなか 60 渡邊 勝⺒ 氏 横須賀 孝 氏

2 県央 45 四ツ倉昌佳 氏 和田 淳一 氏 原稿済み
3 県庁 46 萩元 悠文 氏 舞木 善郎 氏 NG
4 県央 58 平⼾ 豊 氏 石川 啓司 氏 NG
5 県央 61 三上 紀子 氏 藤原由貴子 氏
6 筑⻄ 49 水越 義貴 氏 中山 和朗 氏
7 坂東 51 木村 良行 氏 柳澤 泰男 氏
8 稲敷 52 本橋 智美 氏 児玉 欽司 氏
9 筑⻄ 59 小島 時夫 氏 中山 和朗 氏
10 ⻯ヶ崎 30 柳町 龍哉 氏 依頼中
11 筑波 48 山形 郁夫 氏 相澤 晴夫 氏 NG
12 筑波 51 竹田 陽市 氏 相澤 晴夫 氏 原稿済み
13 石岡 54 小田 邦江 氏 菊地 直衛 氏 依頼中
14 筑波 55 ⼾塚かおり 氏 若栁 綾子 氏 依頼中
15 筑波 60 谷田部 勝 氏 塚本 一也 氏
16 北相馬 65 永井 広 氏
17 筑波 75 野澤 俊夫 氏 若栁 綾子 氏

= R7入会者

県南

県央

県⻄

新入会員インタビュー 候補者リスト
氏名 紹介者
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建築作品紹介

平磯保育園

設計主旨
敷地条件と配置計画
　教育現場において、主体的・対話的で「深い学
び」の実現が求められています。つくば国際大学は、
1994年に開学。現在は、医療保健学部を有し、深い
学びの実現に向け、充実した教育環境の整備に注力
しています。従来校舎の一角に設けられていた図書
館も、医療機器操作実習室へと改修することとなり、
新たに図書館棟を建設し移転することとなりました。
移転先は、大学駐車場として利用されているキャン
パスの隣接地で、南に向かって５ｍ程下がっていま
す。駐車場を利用しているか、通学経路がそちらに
ない限り、学生からは馴染みの薄い敷地です。学生
の通学方法は、徒歩・自転車・自動車と、様々で、

あらゆる方角から大学へやってきます。キャンパス
側からだと、新たな図書館棟は距離があり、利用率
が低下してしまうことが懸念されていました。その
距離を感じるのは、５ｍ下がった駐車場のレベルま
で、足を運ぶことが要因ではないかと考え、キャン
パスレベルからも建物内へアクセスできる計画とし、
心理的な距離を縮めることを試みています。結果と
して南下がりの傾斜地に、建物を埋め込む配置計画
として、１、２階の両方にエントランスを設けまし
た。工事の際は斜面を大きく切り盛りすることとな
ります。残土量を計算し、各フロアレベルを調整す
る埋戻し土や、建物周りの造成に利用して、土の搬
出入のない計画としています。

平面計画
　斜面に建物を埋めることで、１階の北側は地下室
のような空間となります。そこに、閉架書庫や開架
書庫を配置することで、外部環境の影響を受けにく
く、保存条件に合わせて室内環境のコントロールが
し易いようにしています。反対に、採光が得られる
南側を閲覧スペースとしています。早朝や夕方の
直射光に対しては、ブラインドで調整を行いますが、
日中は外部ルーバーによって光を拡散し、快適な閲
覧環境を提供しています。この大学図書館の特徴と
して、キャンパスレベルとなる２階に、美術品展
示室と収蔵庫を設けています。大学関連施設の各
所（主にエントランスや廊下ホールなど）に点在し

ている美術品や、これまで倉庫で眠っていた貴重
なコレクションを、適した環境でまとめて管理し、
展示室にて随時入れ替えながら公開をしています。
学生が１，２階を行き来する廊下やホールにも、美
術品が展示できる設えとして、日常的に美術品を
身近に感じられる環境としました。その他に、ゼ
ミやグループ研究で利用できる学習室を設え、普
段の講義以外の様々な活動がこの図書館棟で行わ
れます。

外装計画
　書架を思わせる外観を形成する大型ルーバーに
は、押出成形セメント板を素地仕上げとして採用し
ました。左官仕上げの毛羽立つような外壁と相まっ
て、閑静で力強い印象を創り出しています。南側が
全面ルーバーにより単調な外観とならないよう、開
口を階段部分で２階から１階エントランスに向かっ
て、斜めに切り取り、変化を与えています。大きく
開口をとった南側に対して、北側の開口は、２階エ
ントランスへの出入口のみとしています。キャンパ
ス側からの、その入口は、知識と芸術の入口となり、
学生たちの「深い学び」への入口となっていくこと
を期待するものです。

■建物概要／つくば国際大学図書館棟
●所　在　地：茨城県土浦市真鍋6-20-1
●主 要 用 途：大学
●建　築　主：学校法人霞ケ浦学園
●設計・監理：株式会社増山設計
●施工　
　建　　　築：坪井工業株式会社
　電 気 設 備：株式会社北嶋
　機 械 設 備：三建設備工業株式会社
●敷 地 面 積：46,084.75㎡
●建 築 面 積：954.00㎡
●延 床 面 積：1,825.77㎡
●階　　　数：地上2階建て
●最 高 高 さ：9.84ｍ
●構　　　造：鉄筋コンクリート造
●竣 工 年 月：2023年3月
●設 計 期 間：2021年7月～2022年5月
●施 工 期 間：2022年6月～2023年3月
●写　　　真：ワタナベスタジオ　渡辺重任
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建築作品紹介

平磯保育園

設計主旨
敷地条件と配置計画
　教育現場において、主体的・対話的で「深い学
び」の実現が求められています。つくば国際大学は、
1994年に開学。現在は、医療保健学部を有し、深い
学びの実現に向け、充実した教育環境の整備に注力
しています。従来校舎の一角に設けられていた図書
館も、医療機器操作実習室へと改修することとなり、
新たに図書館棟を建設し移転することとなりました。
移転先は、大学駐車場として利用されているキャン
パスの隣接地で、南に向かって５ｍ程下がっていま
す。駐車場を利用しているか、通学経路がそちらに
ない限り、学生からは馴染みの薄い敷地です。学生
の通学方法は、徒歩・自転車・自動車と、様々で、

あらゆる方角から大学へやってきます。キャンパス
側からだと、新たな図書館棟は距離があり、利用率
が低下してしまうことが懸念されていました。その
距離を感じるのは、５ｍ下がった駐車場のレベルま
で、足を運ぶことが要因ではないかと考え、キャン
パスレベルからも建物内へアクセスできる計画とし、
心理的な距離を縮めることを試みています。結果と
して南下がりの傾斜地に、建物を埋め込む配置計画
として、１、２階の両方にエントランスを設けまし
た。工事の際は斜面を大きく切り盛りすることとな
ります。残土量を計算し、各フロアレベルを調整す
る埋戻し土や、建物周りの造成に利用して、土の搬
出入のない計画としています。

平面計画
　斜面に建物を埋めることで、１階の北側は地下室
のような空間となります。そこに、閉架書庫や開架
書庫を配置することで、外部環境の影響を受けにく
く、保存条件に合わせて室内環境のコントロールが
し易いようにしています。反対に、採光が得られる
南側を閲覧スペースとしています。早朝や夕方の
直射光に対しては、ブラインドで調整を行いますが、
日中は外部ルーバーによって光を拡散し、快適な閲
覧環境を提供しています。この大学図書館の特徴と
して、キャンパスレベルとなる２階に、美術品展
示室と収蔵庫を設けています。大学関連施設の各
所（主にエントランスや廊下ホールなど）に点在し

ている美術品や、これまで倉庫で眠っていた貴重
なコレクションを、適した環境でまとめて管理し、
展示室にて随時入れ替えながら公開をしています。
学生が１，２階を行き来する廊下やホールにも、美
術品が展示できる設えとして、日常的に美術品を
身近に感じられる環境としました。その他に、ゼ
ミやグループ研究で利用できる学習室を設え、普
段の講義以外の様々な活動がこの図書館棟で行わ
れます。

外装計画
　書架を思わせる外観を形成する大型ルーバーに
は、押出成形セメント板を素地仕上げとして採用し
ました。左官仕上げの毛羽立つような外壁と相まっ
て、閑静で力強い印象を創り出しています。南側が
全面ルーバーにより単調な外観とならないよう、開
口を階段部分で２階から１階エントランスに向かっ
て、斜めに切り取り、変化を与えています。大きく
開口をとった南側に対して、北側の開口は、２階エ
ントランスへの出入口のみとしています。キャンパ
ス側からの、その入口は、知識と芸術の入口となり、
学生たちの「深い学び」への入口となっていくこと
を期待するものです。

■建物概要／つくば国際大学図書館棟
●所　在　地：茨城県土浦市真鍋6-20-1
●主 要 用 途：大学
●建　築　主：学校法人霞ケ浦学園
●設計・監理：株式会社増山設計
●施工　
　建　　　築：坪井工業株式会社
　電 気 設 備：株式会社北嶋
　機 械 設 備：三建設備工業株式会社
●敷 地 面 積：46,084.75㎡
●建 築 面 積：954.00㎡
●延 床 面 積：1,825.77㎡
●階　　　数：地上2階建て
●最 高 高 さ：9.84ｍ
●構　　　造：鉄筋コンクリート造
●竣 工 年 月：2023年3月
●設 計 期 間：2021年7月～2022年5月
●施 工 期 間：2022年6月～2023年3月
●写　　　真：ワタナベスタジオ　渡辺重任
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　昨年に引き続き、建築士事務所協会との合同
開催である大納涼会が開催された。本年は建
築士会側が幹事を務め、参加者は来賓、正会
員、賛助会員、建築士事務所協会を合わせ総勢
194名となり、前回より微増の参加人数となった。
　幹事会である河野建築士事務所協会会長の主
催者挨拶で始まり、続いて来賓の田所嘉徳衆議
院議員、高橋靖水戸市長、西野一県議会議員、
海野透県議会議員、伊沢勝徳県議会議員、石井
邦一県議会議員、木本信太郎県議会議員よりそ
れぞれ挨拶をいただいた。
　また来賓には梶山弘志衆議院議員、秘書の宇
留野洋治様、茨城県建築三課より建築指導課中
島課長、営繕課小林課長、住宅課和田課長にご
出席をいただき、早速、茨城県建築士会柴会長
による乾杯の発声で納涼
会の宴に入った。
　例年同様、暑気払いと
いう意味で御来賓も含め、
各会員相互や賛助会との
交流が活発に図られて大
変有意義な催しとなった。
　会は盛況のうちに進み、
中締めは建築士事務所協
会賛助会の代表幹事であ

る植田佳男様の手締めで、賑やかな雰囲気のう
ちに終了しました。

「大納涼会」

＜式次第＞
開会

主催者挨拶
来賓挨拶
来賓紹介
祝電紹介

お祝いの贈呈
乾杯

中締め

田所　嘉徳 氏（士会顧問）
衆議院議員

髙橋　靖 氏（士会顧問）
水戸市長

西野　一 氏（協会顧問）
茨城県議会議長

海野　透 氏（協会顧問）
茨城県議会議員

石井 邦一 氏（協会顧問）
茨城県議会議員

木本　信太郎 氏（協会顧問）
茨城県議会議員
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河野 正博 会長
茨城県建築士事務所協会

賛助会 植田　佳男 代表幹事
茨城県建築士事務所協会
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①四ツ倉　昌佳　45歳　水戸支部

②鈴縫工業株式会社

③この度入会させて頂きました、四ツ倉です。建築士会の活動を通じて、協力関

係を築き地域に貢献をできればと思います。宜しくお願い致します。

④情報交換や建築の知識向上を目的に入会しました。

⑤講習会や現場見学会など

⑥設計と施工の双方における技術者育成に尽力したいと思います。

①竹田　陽市　51歳　筑波支部

②株式会社相澤建築設計事務所

③ハウスメーカーより建築設計事務所へ転職して４年目になります。　　　　　

現在、BIMでの設計業務に取り組んでいます。　　　　　　　　　　　　　　

よろしくお願い致します。

④様々な情報や知識を習得する為・建築士会からメールがほぼ毎日届いて、たく

さん情報があり、読み切れないです・・・。

⑤「建築GX・DX推進事業補助金交付申請」などの講習会

⑥建築士として元気で働きたいと思います。

建築士会へようこそ!!
Welcome

四ツ倉　昌佳　45歳
支部名：水戸支部

竹田　陽市　51歳
支部名：筑波支部

KENCHIKU IBARAKI vol . 11706



　８月６日の建築セミナーでは、公共R不動産シニ
アマネージャーの梶田裕美子氏が登壇。「プロジェ
クトデザインとコーディネート―好奇心を社会に
接続させる―」をテーマに、PM（プロジェクトマ
ネージャー）としての豊富な実務経験をもとに、企
画から調整、具現化までの具体的なプロセスが紹介
された。
　「PM」や「コンサル」は抽象的に捉えられがち
だが、本講演では、現場で動き、交渉し、人を巻き
込み、条例改定にまで踏み込む——そんな泥臭く
もリアルな事例が報告された。５年越しで実現した

「ミチノサキ」、常総市複合施設での公民連携、藤
沢市「少年の森」での条例改定など、「やってみたい」
を「やれた！」に変えた取り組みは、業種を超えて
多くの学びがあった。
　「“あったらいいのに”が“無い”のは、“みんな”が
思っていること」「まずはイラストや言葉にして共
有する」という言葉に象徴されるように、『好奇心
を起点に違和感を形にする力』は、AIにはない人
間の本質的能力であり、これからの建築・デザイン
に欠かせない新たなプロフェッショナリズムだと感
じさせられた。

水戸市出身の梶田さん

様々な業種から50名の参加者でほぼ満席

県 央 支 部 県 央 支 部 　 石 井 　 邦 明

「“好奇心”が社会を動かすデザインの起点」
第116回建築セミナー報告

支部活動
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　昭和５年に建てられ、この度国の登録有形文化財
に登録された「土浦聖バルナバ教会礼拝堂」を見学
しました。土浦市で初の鉄筋コンクリート造と言わ
れます。
　教会執事の岸本氏そして当支部の登録に尽力され
た永井支部長とまちづくり委員会の久保田さんより
説明をいただきました。
　建物は、鉄筋コンクリート造、平屋建て、洋瓦葺
き、切妻の大屋根のかかる主体部に２階建て銅板葺
きの鐘楼（尖塔）が附属しています。礼拝堂・集会
室には鉄筋コンクリート造の梁は無く、壁上部に直
接木造の小屋組（洋小屋）が載っており、外壁の外
側にバットレス（控え壁）が設けられています。礼

拝堂、集会室には天井が貼られていないため小屋組
みが見え、外観からの想像より大きく豊かな印象の
空間となっています。
　岸本氏より、建設当初から使用されていた木製の
オルガンの修復の話や、登録後に発見された建設計
画時の図面の写しや積算書など貴重な資料も見せて
いただきながら、カトリック、プロテスタント、こ
の教会の会派である英国国教会などの違いや、戦時
中の教会がどのように扱われていたか、などたくさ
んの興味深い説明をしていただきました。
　見学の後は、近くにあります古民家の「城藤茶店」
にてランチをしました。

支部活動 土 浦 支 部 土 浦 支 部 女 性 部 会 　 和 田 　 知 子

見学会『土浦聖バルナバ教会礼拝堂』
　　　　　　　　　　　　　 &企画発表会
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会 員 委 員 会 会 員 委 員 　 青 山 　 裕 之

　第33回茨城県建築士会チャリティーゴルフコンペが、令和７年
６月25日（水）に富士カントリー笠間ゴルフクラブにて開催され
ました。
　前日までの台風接近予報から温帯低気圧に変わった当日は雨模
様となり、蒸し暑くあいにくの天気となりましたが、多くの会員・
賛助会員の方々にご参加頂き、熱戦が繰り広げられ大いに盛り上
がりました。
大会ルールは新ペリア方式で行われ、
個人の部： 優勝　小林　喜之氏（結城支部）
女性の部： 優勝　長　智佳子氏（土浦支部）
　また、今回より団体戦も新ペリア方式でのルールに変更になり、
団体の部： 優勝 筑波支部（一色　信宏氏・長谷川　隆浩氏・青木　孝二氏・中山康弘氏）
そして、ベストグロス： 青木　昌弘氏（県央支部） 82という結果となりました。
競技終了後は親睦会及び表彰式が開催されました。
　表彰式では、柴会長の挨拶後、 筑波愛児園様へチャリティー金の贈呈、各賞の発表が行われ終始和やかなムー
ドで無事終了となりました。
　最後に賞品をご提供くださいました会員様、賛助会員様、ゴルフ場のスタッフの皆様には多大なるご支援を
頂き厚く御礼申し上げます。
　また来年も多くの皆様のご参加をお待ちしております。

第33回建築士会チャリティーゴルフ大会

委員会
活 動
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　茨城県内の境町に隈研吾氏設計の建
物が多数あるということで、見学会を
行いました。朝、「道の駅さかい」で
集合し、さかいまちづくり公社の新井
伴明氏のガイドのもと、「①さかいサ
ンド（サンドイッチ屋）」及び「②茶
蔵（カフェ）」を見学し、車で近くのスー
パーまで移動しました。スーパーの駐
車場からは、無人運転の電気バスへ乗
り込み、ゆっくりと街並みを楽しみな
がら、「シティウェーブ境町（人工サー
フィン施設）」「アロハグランピングリ
ゾート」に立ち寄り、「③モンテネグ
ロ会館（カフェ）」から、その後「④
S-Lab 4th（うなぎ加工場）」と「S-Lab 
3rd（干しいも工場）」へ。この２つの建物は、ふる
さと納税の寄付金によって建てられ、地元の人へ雇
用の機会を与えつつ、ふるさと納税の返礼品を加工
するという、驚きのカラクリのお話をいただき、町
長の手腕の凄さを実感しました。途中、インバウン
ド交流拠点施設の一部である「銀座おのでら（回転
ずし屋）」を見学し（外観のみ）、茶蔵へ戻り、土日
限定の豪華弁当「常陸和牛と梅山豚（メイシャントン）
の網焼き重」と「さしま茶」をいただき、午後から
は「⑤S-Gallery（ギャラリー）」「⑥S-Lab（境町地
場産品研究開発施設）」「⑦HOSHIIMO 100 Café（カ
フェ）」を巡り、道の駅さかいに戻ってきました。途
中途中で、全天候型のスケボーパークや子育て支援

センター、定住促進住宅「アイレットハウス」の案
内もいただき、７
つの隈研吾建築物
に加え、境町を支
える様々な施設が
点在していること
にとても魅力を感
じました。また、
まちづくりの成功
例として学ぶこと
が多く、盛りだく
さんの見学会でし
た。

■ 土 浦 支 部 　 平 山 　 香 菜 子

隈研吾氏設計の茶蔵カフェと電気バス

隈研吾氏設計の干し芋カフェ

今回ガイドをしていただいた新井氏 現在はカフェの旧モンテネグロ会館

「隈研吾建築物を巡る旅
　　　～境町の事例について～」報告

委員会
活 動

女性委員会（わくわくセミナー）
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「宮大工のしごと」

　５月18日（日）に「宮大工のしごと」セミナーを
開催しました。県央支部の轡田さんの提案により、
一社）茨城県建築士会会員でもある宮大工の中島　
雅生氏を講師にお迎えし、宮大工のしごとに触れさ
せていただくこととなりました。
　中島氏は茨城県で数寄屋造りなどを多数手掛けて
いた上に、より高度な技術を求めて京都の最高峰の
工務店で学ばれたという高潔な方で仕事に対する姿
勢も学ぶべきことがたくさんありました。このセミ
ナーの講師をお引き受けいただいたのは、日本の木
造建築を継承していくことの意義を強く感じられて
いるからであるということで、ご多忙であり貴重な
お時間をいただきました。今回の参加者は大工職人
がたくさん集まりましたので、職人の道具や扱い方
なども見せていただきました。工匠常陸の作業場に
は、色を揃え置かれた杉材、屋久杉、江戸時代生ま
れの山武杉、曝木、栗、御山杉、高野槇など他様々
な木材があり、その一つ一つの特徴や使い方を丁寧
に説明していただきました。見事な材料が厳かに並
んで、不思議と次に生まれ変わるのを待っているよ
うな空間で、大事なことは、材料の探求と厳選であ
り、それこそがデザイン提案のヒントになるという
こと。それが新たな施主の目に留まるのであり、仕

事に繋がっていくという。色もにおいも提案の一つ
ということで、技術に裏付けされた知識が顧客獲得
のポイントになることなど、大工職人のみならず設
計者の立場からも大変有益なお話でした。もう一つ、
京都修行時代の話から、職人が自分で銘木の端材で
美しく細工を凝らした墨つぼを造って使っている、
今もそうしておられることが驚きでした。作業場が
明るく広々と片付いていて、道具が整然と並んでい
る中で、今回25名の参加者を快く滞在させていただ
きました。改めて感謝申し上げます。

■ ひ た ち な か 支 部 　 浜 中 　 本 子

委員会
活 動

女性委員会（ラブアークセミナー）

21けんちく茨城 117号



茨城県建築士会




第32回 日帰り見学会
主催 会員委員会 委員長 小川雅良

館内ではジャンボ機の一部の見学することができ、展望台からは成田空港を離発着するジェット機もエンジン音を楽しめます。

午後は重要伝統的建築物群保存地区の佐原をゆっくりと散策しましょう。

成田航空博物館見学＆北総のまち佐原散策
航空の魅力と科学の驚きを感じる航空博物館と江戸情緒あふれる町並み散策

昼食は成田東部ホテルエアポートにてランチバイキング！
～豪華なランチタイムで優雅な時間を・・・～ メニュー内容は変更あります

日 時 令和7年11月3日（月・祭日）

目的地 千葉（成田～佐原）

参加費 大人5,000円 中学生以下3,000円

未就学児無料 （バス代・昼食代・保険料含む）

定 員 先着80名

出発地 水戸・土浦 （参加者へ後日ご案内致します）

申 込 裏面の申込書へご記入の上FAXにて

お申込み下さい。

問合せ 建築士会事務局 TEL:029-305-0329

茨城県建築士会




8:00
　【1号車】　　水戸　　　　＝　　　潮来道の駅　　　＝　　　潮来IC　　＝

7:40 8:30
　【2号車】　　水戸　＝　常磐道　＝　都和公民館(乗車）　＝　常磐道

11月3日 　【合流】10：30～12：00 12：15～13：45 　14：20～16：10
（ 月 ） 　　成田航空博物館　　　　＝　　　　　昼食（バイキング）　　　＝　　　北総の小江戸　佐原散策

成田東武ホテルエアポート

　　　17：40頃
【1号車】　　潮来道の駅　　　＝　　水戸

17：00頃 　18：00頃
【2号車】　　常磐道 　=　　都和公民館　　＝　　常磐道　＝　水戸

会員証
Ｎｏ

自宅又は
携帯番号

参加券送信
FAX番号

※ FAX送信以外をご希望の場合のみ、ご記入ください。

希　　望
乗車場所

参 加 費

第32回 日帰り見学会「 成田航空博物館見学・北総のまち佐原散策」

　配車　１号車：研修センター（水戸）　 2号車：都和公民館（土浦）　　※各号車出発の10分前までに集合

支 部 名

東関東道

東関東道

※参加券については、10月中旬～下旬頃FAXさせていただきます。

 〒　　　

（　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　）

水戸　□　( 研修センター 駐車場 )　※水戸市青柳町

土浦　□　( 土浦市都和公民 駐車場 )

（　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　）

住  　所

Eメール

 

備　　考

ＦＡＸ：029-305-0330　

　　（　　　　名分）　　　（　　　　　　　円）

氏　　名（フリガナ） 生　年　月　日

集合・時間

茨城県建築士会　行き
見学会申込書

茨城県建築士会


茨城県建築士会


茨城県建築士会


茨城県建築士会


茨城県建築士会


茨城県建築士会


茨城県建築士会


茨城県建築士会


茨城県建築士会








『町家アートギャラリー』を訪ねて

2025年11月 わくわくセミナーのお知らせ
(一社)茨城県建築士会 女性委員会

   女性委員長 大谷 美由紀
担 当 大谷 美由紀

町家アートギャラリーは、1935年に酒業を目的に造られた瀟酒な
町家居宅を改修し、2025年1月に企画画廊としてオープンしまし
た。物件探しから改修、企画までオーナーご夫妻の思いがカタチ
になったギャラリーです。本セミナーでは、オーナーである眞鍋
道子さん(土浦支部会員)に、オープンに至った経緯や建物の見ど
ころなどお話を伺いたいと思います。当日は「杉山啓子個展（版
画作品）」が開催中。アートと町家の調和をご堪能ください。
※町家アートギャラリーHP→https://machiya-art-gallery.com

Instagram→@machiya_art_gallery

開催日：令和7年11月8日（土）10：15～12：00頃

◆スケジュール
10：00 受付開始
10：15 建物説明＆見学
11：00 杉山啓子さんによる

ギャラリートーク

※希望者のみランチ会あり
「長竿亭」（河内町）予定

12：30～13：30頃

会 場：町家アートギャラリー
住所：茨城県龍ケ崎市砂町5125

講 師：眞鍋 道子さん
参加費：会員 無料 会員外￥1,000

飲み物付（ランチ代は別途自己負担になります）

お申し込み先 (一社)茨城県建築士会事務局 TEL:029-305-0329
FAX:029-305-0330  Email: ibashikai0329@nifty.com

※参加申し込みは、上記へFAXまたはメールにて10月31日(金)までにお願いします。
メールでお申し込みの方は、下記の内容をお知らせください。

11月8日(土)のわくわくセミナー「町家アートギャラリーを訪ねて」に参加します

◆支部名 ◆お名前

◆ランチ会の参加 有 無

◆当日の連絡先(携帯番号)

◆メールアドレス

※お車は高橋肉店脇砂利駐車場に
お停めください

至竜ケ崎駅

至稲敷

P



2025 年 9 月 わくわくセミナーのお知らせ 

（一社）茨城県建築士会  女性委員会   

女性委員長   大谷  美由紀 

   担当   橋本  珠美   

 

 

『  LIXIL「bathtope（バストープ）」 の話を聞く』 
 

2024 年 11 月に販売された 新商品 bathtope(バストープ)。 

存在を知った時、そのユニークな発想に思わず笑い、 

同時に「どのような仕組みなのか？」「風呂キャンセル界隈とやらにうけるのか？」と、 

次々に興味が湧いてまいりました。 

驚きと好奇心を呼び起こすこの商品を、皆さまとともにじっくりと知ってみたくなり、 

今回のセミナーを企画いたしました。 

わくわくセミナーの為に bathtope 本体を LIXIL つくば SR に設置して下さるとのことで楽しみです。 

 
 

日 時  ：  令和７年９月２５日（木曜日）  午後７時～９時頃 

会 場  ：  LIXIL つくばショールーム 会議室   

                住所  つくば市研究学園５－２０－７   

              電話  ０５７０-７８３-４５２ 

講 師  ： ㈱LIXIL 生稲 修 氏   他 

会 費  ： 無 料 （会員外 ￥1,000/人）   飲み物付 

            

＊参加申込みは、下記へＦＡＸ又はメールにて９月２２日（月）迄にお願いします。 

申込先  （一社）茨城県建築士会事務局 （ＴＥＬ ０２９－３０５－０３２９） 

                    ＦＡＸ ０２９－３０５－０３３０  Ｅ-ｍａｉｌ kyy05413@nifty.com 

                                                                

９月２５日（木）のわくわくセミナーに参加 します。  

支部名 （       ）支 部     氏  名                    

 

当日の連絡先（携帯電話）                                  

★キャンセルされる方は事前にご連絡をお願いします。 



2025 年 9 月ラブアークセミナーのお知らせ 
(一社)茨城県建築士会 ⼥性委員会 

⼥性委員⻑ 大谷美由紀 
担当 石井 浅子 近藤 

 

ステンドグラスワークショップ 
 

ゆったりと時間の流れるアトリエで、癒しの時間をご一緒しませんか。 
ご自分の好みのガラスを組み合わせて素敵なステンドグラス作品を作り
ましょう♪ 
 

■⽇時：令和 7年 9 月 27 日(土) 
午前 9：30〜12:00（予定） 

 

■会場：とーのがらす ※駐⾞場有 
茨城県⽔⼾市東野町 172 
Tel 029-248-1441 

 

■講師：大橋 浩二氏(とーのがらす主宰・ 
主な制作実績：新荘⼩学校・⽔⼾⼆中等) 

 

■参加費：会員 3000 円 非会員 4000 円 
 

※作業しやすい服装でお越しください 
 

■定員：15 名 ※飲み物付 
 
※参加申し込みは、下記へ FAX またはメールにて 9月 21（日）まで
にお願いします。 
 
※お申し込み先 (一社)茨城県建築士会事務局 TEL:029-305-0329  
FAX:029-305-0330  Email:ibashikai0329@nifty.com 
 
 

9 月 27 日 のラブアークセミナーに 参加 します 
 
■支部名             ■お名前  
 
■当日の連絡先（携帯番号） 
 
■メールアドレス 
 
■作成したい作品  写真⽴て  ・  ミラー （〇をつけてください） 
 
＊準備の都合上、キャンセルされる方は事前にご連絡をお願いいたします。 
＊ご参加される皆さんには後日案内図をメールにてお送りさせて頂きます。 



令和7年度・第8期　5年⽬　茨城県知事 指定講習 

:
:
:
:
:

◎受講券は受講料の納⼊確認後、受講⽇の⼀週間前までにFAXします。 ※当日の朝、お弁当予約販売有り

支 部 名

建築士会
CPD番号

　　　　　　―　　　　　　　 ― F A X

建築士
登録番号

A ･ B ･ C　第　　  　　　　　　　号 二・木取得県

　※FAXの無い方、および受講券を郵送もしくはメールで希望の方は、ご記入ください。
　　・住所

　　・メールアドレス

会　社　名  □一級 　　 □二級 　　 □木造
(建築士事務所の方は登録名) 第　　　　　　　　　　　　号
建築士事務所番号 　　　　　　　　　　　　    都 道 府 県

“ 建築士会 技術講習会 ” 申込書

記
入
必
須

氏　　　　　名

⽣ 年 ⽉ ⽇ ⻄暦　　　 　　　  年　　　⽉　　　⽇
※建築士会のCPD登録者のみ記入(11ケタ)

電話(携帯可) ―　　　　　　 ―

受講料　：　⼠会員　□12,000円　　　□⾮会員15,000円　　　【納⼊予定⽇：　　　年　　　　⽉　　　　⽇】

　※お振込み⼿数料は、お客様ご負担でお願いします。
　※ご⼊⾦後のキャンセルは､受講料を返⾦いたしませんのでご注意ください

◎建築⼠事務所登録の更新を　【令和8年2⽉13⽇ 〜 令和9年2⽉12⽇】 までに申請される方は、
　今回の受講証明書が添付書類として有効です。 (誓約書を提出済みの方も対象です)

令和8年　2⽉14⽇（⾦）　　

　　　　　　　　・銀⾏から振込み ⇒ ゆうちょ銀⾏　〇⼀九(ゼロイチキュウ)店　　 当座　0 0 5 9 3 8 4

募 集 人 員  先着150名　　（テキストは受講者のみ講習会の当日に配布します）
受 講 料  ⼠会員 … 12,000円　　　⾮会員 … 15,000円　　（受講料・ﾃｷｽﾄ代・税込み）
申 込 方 法  下記の申込書に必要事項を記入し、FAXまたはe-mailにてお申込み下さい

FAX : 029-305-0330　　　　　　　e-mail : kyy05413@nifty.com
〒310-0852　⽔⼾市笠原町978-30 建築会館 2階 (TEL: 029-305-0329)

(一社)茨城県建築士会　技術講習会係　宛て

受講料は受講⽇の⼀ヶ⽉までに、お振込み⼜は事務局窓⼝にて現⾦でお⽀払い願います。
◎振込先　　・郵便局 ⇒ 00120-8-59384  　⼝座名：⼀般社団法⼈茨城県建築⼠会

            (一社)茨城県建築士事務所協会
            (一財)茨城県建築センター

日 時  令和8年2⽉13⽇(⾦) 　　午前9時40分〜午後3時50分（受付:午前9時10分〜）
会 場  茨城県建設技術研修センター　　⽔⼾市⻘柳町4193（TEL:029-228-3881） 

後 援 ： (⼀社)茨城県建設業協会

CPD認定事業 : 5単位

“建築士会　技術講習会” ( 士法第22条の4第5項 )
茨城県告示1455号の指定講習(ご注意…士法22条の2とは別の講習です)　★事務所更新に合わせて5年に一度は受講しましょう

主 催 ： (⼀社)茨城県建築⼠会
            (公社)日本建築士会連合会



茨城県震災建築物「応急危険度判定士」登録・認定制度のご案内 

 

茨城県土木部都市局建築指導課 

 

 茨城県には、大地震が発生した場合に、余震等による建築物の倒壊などの二次災害防止を目的

としてボランティアで建築物の判定活動をする、応急危険度判定士制度があります。 

平成２３年３月 11 日の東日本大震災においては、県内２８市町村で、延べ９２９名の判定士

が１５,８６３棟の建築物を判定し、二次災害の防止に寄与しました。 

 現在、約 1,850 名の判定士が登録されており、今年度も新規登録していただける方を募集し

ますので、ぜひご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 応急危険度判定は、地震により被災した建築物について、その後の余震等による倒壊の危険性

や建築物の部分等の落下・転倒の危険性をできる限り速やかに判定し、その結果に基づき被災建

築物の使用にあたっての危険性を情報提供することにより、被災後の二次的災害を防止すること

を目的としています。 

 

 

 

判定士の認定は、知事が行います。 

・対象者は県内に在住又は在勤し、次のいずれかに該当する方です。 

(1) 建築士法第２条第１項の建築士（１級建築士・２級建築士・木造建築士） 

(2) 建築基準法施行規則第 6 条の 6 に規定する特定建築物調査員 

( ※ 法改正前の特殊建築物等調査資格者を含む。) 

(3) 前各号に規定する者のほか、知事が認めた者 

・認定者には判定士認定証を交付します。 

 ・認定証の有効期間は５年間です。（５年ごとに更新が必要） 

 

 

 

 判定士として登録するためには、県主催の講習会を受講する必要があります。 

・日  時  令和 7 年 10 月 1 日（水）13:00 ～ 17:00(予定) 

・場  所  「 茨城県庁 」  ９階  講堂 

       水戸市笠原町 978－6 電話 029－301－4716 

・受 講 料  無 料（テキスト代を含む） 

・お申込み  別紙の受講申込書に記入の上、顔写真を添えて 9 月 12 日(金)までに、 

下記、茨城県建築士会宛てにお申込みください。申込者には後日、受講券をお送りします。 

 

※ なお、一級建築士の方で、二級・木造建築士の時に判定士の講習を受講された方は、 

その判定士の認定番号をお知らせ下さい。 

 

お申込み・お問い合わせ先 

〒310-0852 

水戸市笠原町 978 – 30 建築会館 2 階 

一般社団法人 茨城県建築士会 判定士係   TEL 029-305-0329 

茨城県建築士会 Web サイト   https://ishikai.com         web サイト 

応急危険度判定とは 

講 習 会 の 開 催 

判 定 士 の 認 定  



2.4㎝

 裏面に
　氏　名
　撮影年月日

※新規か更新の該当する方を○で囲み、更新の場合は認定番号を記入してください  を記入

更新の方は、
写真不要です

講 習 会 名

ＴＥＬ･ＦＡＸ

メールアドレス

　　　茨城県建築士会会員　　茨城県職員

判定士講習会受講申込書

受講者の区分

　※　いずれかを○で囲んでください
建築士会会員の方は支部名

受 講 者 氏 名

□新規 ・ □更新 （認定番号：Ｈ・R　　　　　　　　　　　　　　A・P ）　3.0㎝

　　　　　　　　　　昭和・平成　　年　　月　　日生

　ふりがな

縦3.0㎝×2.4㎝のカラー写真１枚を添付のこと（6ヶ月以内の証明写真）
（写真裏面に氏名及び撮影年月日を記載して下さい）

※（自営と記入しないで社名を記入）

（ＴＥＬ　　　 －　　　－　　　　）

　2級･木造建築士の方は、

 〒　　　　　－

住所・ＴＥＬ

　　　市 町 村 職 員　　　　その他

茨城県震災建築物「応急危険度判定士」講習会

建 築 士 等
免 許 証 番 号

　　　　　　　　　　　支部

（ＦＡＸ　　　   －　  　 　－ 　　　　）

（ＭＡＩＬ　　   　　   @　    　　　　）

会 　  員  　 番  　 号

所 在 地 ・
（ＴＥＬ　  　　 －  　 　　－ 　　　　）

勤 務 先 の

　２級建築士　　　　　　県　第　　 　号）

　木造建築士　　　　　　県　第　　 　号）

　１級建築士（国土交通大臣　第　　　 号）

　※　更新申請の場合は，講習会の受講を省略できます。

　※　いずれかを○で囲み、免許証番号を記入してください

　特定建築物調査員（交付番号　第　　　 号）

　必ず交付された都道府県名
　を記入してください

備 考

勤 務 先 名 称

 〒　　　　　－


